48　正社員登用に関する規定
第○条（従業員の定義）

１．この規則で従業員とは、第○章で定める手続により採用され、会社と労働契約を締結し、会社の業務に従事する以下の者をいう。

(1)　正社員

会社が正規に雇用する正規雇用従業員であり、期間の定めの無い労働契約を締結し、本規則に基づく正社員待遇を受けている従業員

(2)　契約社員

会社が期間を定めて雇用する有期雇用従業員であり、原則、所定労働日及び所定労働時間の全部を就労する従業員

(3)　パート・アルバイト社員

会社が期間を定めて雇用する有期雇用従業員、又は期間の定めの無い無期雇用従業員であり、所定労働日数及び所定労働時間を個別に定める従業員

(4)　嘱託社員

定年後の再雇用により会社が期間を定めて雇用する有期雇用従業員であり、所定労働日数及び所定労働時間を個別に定める従業員

２．前項第１号の正社員以外の従業員においては、本規則第○条～第○条（労働時間、休憩、休日）、第○条～第○条（休職、復職）、第○条～第○条（賃金、昇給、賞与、退職金）は適用せず、労働条件は個別労働契約を優先する。

第○条（正社員への登用）

１．勤続１年以上の有期契約従業員等（正規雇用でない無期雇用従業員を含む）で、本人が希望する場合は、正社員に登用することがある。

２．登用時期は本人の希望、会社の状況を考慮し会社が定める。

３．登用する場合の要件及び基準は、次のとおりとする。

(1)　正社員として就労する意欲、業務遂行能力がある者

(2)　所属部門での評価が良好である者

(3)　正社員と同様の勤務期間・日数で勤務が可能な者

(4)　時間外労働、配置転換、出向等の業務命令に応じられる者

(5)　筆記試験及び面接試験に合格した者

４．登用を決定した者については正社員雇用契約を締結し、労働条件その他の就業に関する事項について本規則の全部を適用する。
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